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��������	��������	

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
―市役所１階市民ホールに展示――市役所１階市民ホールに展示―

★健康マージャンサークル　毎週月
曜日か火曜日のどちらか午後／リコ
ー三升ビル（多摩平）／マージャン
で頭と指を鍛えボケを防止／女性対
象※高齢者歓迎／２０人／１時間５００
円／内田（�５８３－７５７５）
★ 甲  冑 同好会　甲冑をつけ時代パ

かっ ちゅう

レードに参加したり、語り合う会の
立ち上げメンバーを募集／木田（�
５８６－７７７７）
★卓球練習会　毎週火曜日の午後／
南平体育館な

ど／経験者対象※見学歓
迎／入会金２千円、月１千円／され
ど会（�０９０－１８４８－６３３７）
★お花のレッスンとひと工夫ある家
庭料理を楽しむ会「グレイス」　 毎
月第２火曜日午前１０時～午後１時３０
分／万願寺地区／５千円（花代、食
事代な

ど）／玉置（�０９０－３１０９－１８８９）
★バスケットボール「ＨＯＷ」　 月
２～３回土曜・日曜日の午後／大坂
上中な

ど／運動できる服装・靴持参／
坂本（�０９０－２２４８－４６６９）
★歌う健康法「愛唱歌を歌う会」　
毎月第１・第３水曜日午前１０時から、
第２・第４木曜日午後１時から／喫
茶花ぐるまプチホール（神明）／入
会金５００円、月２千５００円／飯野（�
０９０－９８２１－４７１１）
★日野市合気道連盟　毎週月曜・木
曜・土曜日午後７時～８時３０分（一
般）、毎週木曜・土曜日午後５時３０分
～６時３０分（子ども）／明翔館道場
（下田）※見学歓迎／齊藤（�５８３－
７６３５）
★文芸同人誌「無尽花」　 １～２カ
月に１回／新宿「滝沢」／小説、随
筆、詩ほ

か／刊行時に実費３～４万円
程度／長浜（�５８７－１６６６）
★新婦人親子リズム「さくらんぼ」
毎週火曜日午前１０時～正午／豊田地
区センターな

ど／リズム体操、読み聞
かせほ

か／１歳以上の親子対象／入会
金４００円、月１千２００円／堀内（�５８４
－６３０５午後６時～９時）
★坂井伝淺山一傳流体術武徳会　毎
週火曜日午後７時～８時３０分／南平
体育館な

ど／護身術として学ぶ古武術
※男女初心者歓迎／中学生以上対象
／月５千円／宮本（�０９０－７４２６－
９８２３）
★社交ダンスサークル「エポック」
毎週水曜日午後７時～９時／五小な

ど

／中級程度の方対象※プロＡ級の指

導あ
り／入会金１千円、月３千５００円

／高橋（�５９２－１５２９）
★社交ダンスサークル「エポック３」
毎週金曜日午前１０時～正午／中央福
祉センターな

ど／初級・経験者対象※
指導あ

り／入会金１千円、月２千円／
大沢（�５８３－２５１６）
★合気道日野雄心会　毎週日曜日午
後／南平体育館な

ど／小学生以上対象
／入会金３千円、１回５００円／中澤
（�０９０－７２５０－９５４５）
★スペイン語教室　毎週水曜日午前
１０時～１１時（初級）、１１時～正午（中
級）、毎週土曜日午後６時３０分～８
時／中央図書館な

ど／１回１千～１千
５００円※外国人講師の指導あ

り／高橋
（�５８６－９７７３）
★スピーチのための英語教室　毎週
火曜・水曜日午後７時～８時／中央
図書館な

ど／１回１千円※指導あ
り／高

橋（�５８６－９７７３）
★バドミントン「シーガルス２１」　
月４回（うち３回は金曜日）午前９
時～正午／南平体育館な

ど／月１千
５００円／初心者歓迎※指導あ

り／体育
館履き持参／横倉（�５９２－４８７７）
★將棋サークル　毎週水曜日午後１
時～４時３０分／中央福祉センターな

ど

／岩佐（�５８１－００１２）
★油彩・水彩画「サタデー会」　 毎
月第２・第４土曜日午前１０時～午後
０時３０分／平山地区センターな

ど／入
会金２千円、月２千５００円／初心者
歓迎※指導あ

り／峰岸（�５９２－７０６０）
★英語研究会　月２回土曜日の午前
中／八王子東急スクエア１２階／中級
程度対象※外国人の指導あ

り／１回２
千円／藤井（�５９２－３８７３夜間）
★フレッシュ ３  Ｂ 体操サークル　毎

さん びー

週月曜日午前１０時～１１時３０分／多摩
平の森ふれあい館な

ど／月２千円※体
験歓迎／鎌田（�５８４－９６３７）
★日野市民吹奏楽団　毎週日曜日午
後１時～５時／中央公民館な

ど／楽器
が用意できる方対象※見学・初心者・
ブランクの長い方歓迎／月１千円／
井上（�５８１－９１３５午後８時以降）
★楽心館合気道体験教室　毎週火曜
日午後２時１５分～３時４５分（一般）、
午後４時～５時（子ども）／南平体
育館な

ど／各５人／月３千円※指導あ
り

／タオル持参※運動できる服装で／
河原（�５８６－７３５２）
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文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
２
月
に

浪
士
組
と
し
て
京
に
上
っ
た
近
藤
勇

�
�
�
�
�
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帰
っ
て
こ
な
い
近
藤
勇

は
、
将
軍
警
護
の
役
目
が
終
わ
っ
た

後
も
一
向
に
江
戸
に
帰
っ
て
こ
な
か

っ
た
。
天
然
理
心
流
宗
家
の
不
在

は
、
老
齢
の
養
父
近
藤
周
斎
や
江
戸

試
衛
館
道
場
の
留
守
を
預
か
る
門
人

た
ち
の
心
配
の
種
で
あ
っ
た
。
再

三
、
勇
に
江
戸
へ
帰
る
よ
う

催
促
の
手
紙
を
出
す
が
、
勇

か
ら
は
何
の
音
沙
汰
も
な

い
。
８
月
に

な
る
と
業
を

煮
や
し
た
門

人
の
蔭
山
新

之
丞
、
寺
尾
安
次
郎
、
萩
原

多
賀
次
郎
は
、
周
斎
と
も
相

談
の
上
で
勇
を
連
れ
戻
す
使

者
を
立
て
よ
う
と
し
た
。

　

実
際
に
使
者
が
立
て
ら
れ

た
か
は
不
明
だ
が
、
周
斎
重

病
と
の
知
ら
せ
を
受
け
た
近

藤
勇
は
驚
い
て
、
京
都
守
護

職
の
会
津
藩
主
松
平 
容  
保 
に

か
た 
も
り

江
戸
へ
帰
る
こ
と
を
願
い
出
た
。
し

か
し
容
保
の
許
可
は
下
り
な
か
っ

た
。
９
月　

日
付
で
勇
が
宮
川
音
五

２０

郎
（
勇
の
実
兄
）・
蔭
山
・
寺
尾
・
萩

原
・
佐
藤
彦
五
郎
に
宛
て
た
帰
郷
の

延
期
を
告
げ
る
手
紙
に
は
、
ご
丁
寧

に
同
月　

日
付
の
会
津
藩
公
用
方
の

２３

広
沢
富
次
郎
と
大
野
英
馬
が
書
い
た

断
り
状
ま
で
添
え
ら
れ
て
い
た
。

　

ち
ょ
う
ど
前
月
に
は
８
月　

日
の

１８

政
変
が
あ
り
、
続
い
て
９
月　

日
１６

（　

日
説
も
あ
る
）
に
は
、
壬
生
の

１８
新
選
組
屯
所
で
、
勇
と
並
ん
で
局
長

の
地
位
に
あ
っ
た
芹
沢
鴨
が
暗
殺
さ

れ
る
事
件
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
あ

る
。
今
や
近
藤
勇
は
た
だ
一
人
、
烏

合
の
浪
士
の
群
れ
を
ま
と
め
る
こ
と

が
出
来
る
人
物
で
あ
り
、
一
日
た
り

と
も
彼
を
京
か
ら
離
れ
さ
せ
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
、
と
会
津
藩
公
用
方

は
述
べ
て
い
る
。
近
藤
勇
と
会
津
藩

と
の
固
い
結
束
が
う
か
が
え
る
書
面

で
あ
る
。

　

さ
す
が
に
会
津
藩
直
々
に
拒
絶
さ

れ
て
は
、
こ
れ
以
上
、
勇
に
帰
宅
を

催
促
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
蔭

山
た
ち
は
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。

　

勇
の
手
紙
に
は
、

蔭
山
た
ち
が
不
安
に

思
っ
て
い
る
天
然
理

心
流
の
こ
と
に
つ
い
て
、「
撃
剣
流

名
の
義
、
日
野
宿
佐
藤
氏
へ
発
足
の

節
相
頼
み
置
き
候
間
、
ご
承
知
下
さ

れ
候
」
と
あ
る
。
佐
藤
彦
五
郎
は
免

許
保
持
者
で
、
門
人
の
中
で
も
有
力

者
で
あ
る
。
勇
は
京
都
に
出
立
す
る

前
、
彦
五
郎
に
多
摩
か
ら
相
模
地
域

の
門
人
獲
得
や
指
導
を
一
任
し
、
神

文
帳
（
入
門
者
が
署
名
血
判
す
る
誓

約
書
）
５
巻
を
預
け
て
い
た
。
彦
五

郎
が
指
南
免
許
ま
で
得
て
い
た
様
子

は
な
い
が
、
あ
く
ま
で
も
京
都
滞
在

中
の
一
時
的
な
措
置
だ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
勇
の
京
都
滞
在
を
巡
っ
て

は
、
彦
五
郎
が
勇
の
真
意
を
理
解

し
、
新
選
組
の
活
動
を
積
極
的
に
支

援
し
て
い
た
の
に
対
し
、
江
戸
の
門

人
た
ち
は
彦
五
郎
と
は
い
さ
さ
か
意

見
を
異
に
し
て
い
た
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
。

　

勇
が
よ
う
や
く
江
戸
下
向
を
果
た

し
た
の
は
、
翌
元
治
元
年
（
１
８
６

４
）
９
月
の
こ
と
で
あ
る
。
単
な
る

帰
郷
で
は
な
く
、
攘
夷
問
題
や
長
州

藩
の
処
分
を
巡
り
、
幕
府
に
直
接
働

き
か
け
る
と
い
う
重
要
な
課
題
を
帯

び
て
の
下
向
で
あ
っ
た
。

（
ふ
る
さ
と
博
物
館
新
選
組
担
当
臨

時
学
芸
員　

矢
口 
祥  
有  
里 
）

さ 

ゆ 

り

※
一
連
の
手
紙
は
ふ
る
さ
と
博
物
館

で
展
示
中
で
す

７９

▲近藤勇の帰宅を催促する相談の手紙（佐藤彦五郎子孫蔵）
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�
小
学
生
部
門　

最
優
秀
作
品

　

七
小　

４
年　

森
田
暁
帆

�
中
学
生
部
門　

最
優
秀
作
品

　

平
山
中　

３
年　

小
川
祐
介


